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Sonoko Kinjo, Yoshihisa Shirayama and Hiroshi Wada: Phylogenetic relationships and morphological diversity in the family






















Mariko Kawamura, Yoshihisa Shirayama and Shin Kubota: The seasonal change of planktonic coelenterate abundance at inner and
outer sites of Tanabe Bay, Wakayama, western Japan. 7th International Conference on Coelenterate Biology, 2003.
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Ichthyology（編集委員），6th International Flatfish Ecology Symposium（大会委員長），Journal of Applied Ichthyology（edi-



































































IUFRO (International Union of Forest Research Organization) Division3Mid-Term Officeholder’s Meeting (Sweden).
Austro2003 International Conference (Austria).
IUFRO S3.06 Coordinator: officeholder COFE (Council on Forest Engineering, USA): membership International Editorial Board


















































































































































































































































































































































































































































































































大阪教育大学教育学部　生命科学実験 I （17名） 2000.8.7－11
京都大学農学部　水理学実験 （30名） 2000.9.4－7
京都大学農学部　海岸生物科学技術論と実習 （36名） 2001.7.24－8.7






























博 士 課 程
院　　　生
農学研究科












東大海洋研新井　崇臣舞鶴湾重金属分布調査2月   3 日2003 年
東大海洋研新井　崇臣舞鶴湾重金属分布調査2月   4 日
舞鶴水産実験所益田　玲爾視察4月   9 日
舞鶴水産実験所山下　　洋メバル稚魚採集5月   1 日
舞鶴水産実験所益田　玲爾アマダイ飼育実験用採泥5月   6 日














京大農学研究科田中　　克ヒラメ稚魚採集7月   1 日
福井県立大青海　忠久アミ採集7月   7 日








舞鶴水産実験所上野　正博底生生物調査8月   1 日
舞鶴水産実験所益田　玲爾アジ幼稚魚採集8月   5 日







舞鶴水産実験所上野　正博底生生物調査9月   1 日
福井県立大青海　忠久アラメガレイ稚魚採集9月 19 日
福井県立大青海　忠久アラメガレイ稚魚採集10 月   7 日
舞鶴水産実験所上野　正博底生生物調査10 月 10 日
福井県立大青海　忠久アラメガレイ稚魚採集10 月 20 日
舞鶴水産実験所上野　正博底生生物調査10 月 22 日
舞鶴水産実験所上野　正博底生生物調査11 月   6 日
舞鶴水産実験所上野　正博底生生物調査11 月 19 日
舞鶴水産実験所益田　玲爾視察（フイールド研職員）12 月   9 日
舞鶴水産実験所上野　正博底生生物調査12 月 25 日
舞鶴水産実験所上野　正博底生生物調査1月 30 日2004 年
舞鶴水産実験所上野　正博底生生物調査2月 13 日







京大院情報三田村　啓理メバル追跡調査1月 17 日2003 年
京大院情報三田村　啓理メバル追跡調査1月 20 日
東大海洋研盛田  孝一舞鶴湾環境調査2月   5 日













京大農学部横田　高士アカアマダイ追跡調査9月   8 日






京大農学部横田　高士アカアマダイ追跡調査10 月   1 日
舞鶴水産実験所益田　玲爾アカアマダイ追跡調査10 月   7 日
京大院情報三田村　啓理アカアマダイ追跡調査10 月   8 日
京大農学部横田　高士アカアマダイ追跡調査10 月 14 日
京大農学部横田　高士アカアマダイ追跡調査10 月 15 日
舞鶴水産実験所益田　玲爾アカアマダイ追跡調査10 月 16 日
京大農学部横田　高士アカアマダイ追跡調査10 月 27 日
京大農学部横田　高士アカアマダイ追跡調査11 月 13 日
舞鶴水産実験所益田　玲爾アカアマダイ追跡調査11 月 17 日
京大農学部横田　高士アカアマダイ追跡調査11 月 18 日
京大農学部横田　高士アカアマダイ追跡調査11 月 20 日
京大農学部横田　高士アカアマダイ追跡調査12 月 15 日
舞鶴市民「夏休み　まいづる　水の旅」 （90人 益田） 2000.7.21
舞鶴ロータリークラブ　施設見学 （120人 益田） 2000.10.22
舞鶴市立吉原小学校　施設見学 （28名） 2000.11.10
福井県立小浜高等学校　施設見学 （24名 益田） 2001.5.9
舞鶴市夏季教頭研究会　施設見学 （40名 益田） 2001.8.22




舞鶴市民「夏休み　海からの見学会」 （50人 益田） 2002.7.31































社会福祉法人みずなぎ学園　施設見学 （10人 益田） 2002.10.17
京都府生物教育会　講義・実習・施設見学 （200名 益田） 2002.10.19
舞鶴市立三笠小学校　施設見学 （79名） 2002.10.25
舞鶴市立中舞鶴小学校　施設見学 （202名） 2002.11.8
京都府立海洋高等学校　施設見学 （200名 益田・上野） 2002.11.20
ミニシンポジウム：クラゲと魚と人の営み （20名 益田） 2003.1.22
舞鶴市立新舞鶴小学校　施設見学 （128人） 2003.4.22
京都府立高等学校家庭科研究会　講演 （10名 上野） 2003.8.4
京都大学生活協同組合　施設見学 （40名 益田） 2003.10.18
京都府立海洋高等学校　施設見学 （23名 益田） 2003.11.14







・Publications of the Seto Marine Biological Laboratory
海洋生物学に関する学術論文を掲載する英文定期刊行物。1949年創刊。各巻約400ページで、2003年度までにVol. 39
まで発行済み。発行部数は480部で交換のみで配布する非売品。
・Special Publication Series 
Publications of the Seto Marine Biological Laboratoryの不定期版。旧名Special Publications from the Seto Marine Biological






京都大学理学部生物系臨海実習 I 8／7－8／14 延112人・日
京都大学理学部生物系臨海実習 I 9／7－9／14 延 48人・日
京都大学理学部生物系臨海実習 II＊ 3／21－3／27 延 70人・日
京都大学理学部生物系臨海実習 III＊ 3／15－3／20 延 54人・日
京都大学理学部生物系臨海実習 IV 8／7－8／14 延 32人・日
京都大学理学部海洋無機分析実習 7／21－7／23 延 48人・日
京都大学全学共通科目生物学実習 II 2／20－2／23 延 80人・日
京都大学防災研究所地球惑星科学専攻実習 9／15－9／16 延 44人・日
京都大学大学院人間・環境研究科海洋化学・水圏化学実習 8／4－8／7 延 52人・日
京都大学ポケット・ゼミ「紀伊半島南部の里域生物相調査」 10／22－10／24 延 24人・日
京都大学瀬戸臨海実験所公開臨海実習 9／7－9／14 延 72人・日
京都大学瀬戸臨海実験所公開臨海実習 3／16－3／22 延126人・日
和歌山大学教育学部臨海実習（植物） 4／17－4／21 延 30人・日
奈良女子大学理学部臨海実習 II 5／13－5／18 延 96人・日
大阪教育大学教育学部教員養成課程臨海実習 5／29－6／3 延 90人・日
放送大学面接授業 6／14－6／15 延 40人・日
奈良教育大学教育学部野外実習A－II臨海実習 6／16－6／20 延 60人・日
和歌山大学教育学部臨海実習（動物） 6／29－7／3 延 30人・日
大阪市立大学大学院理学研究科臨海実習 7／13－7／19 延154人・日
滋賀県立膳所高等学校第34回生物実習 7／25－7／28 延 76人・日
大阪大学大学院理学研究科生物学臨海実習 7／30－8／4 延108人・日
信州大学理学部計測化学特論実習 8／4－8／7 延 24人・日
兵庫県立尼崎小田高等学校臨海実習 8／18－8／20 延 18人・日
関西学院大学理工学部臨海実験臨海実習演習（1.2） 8／21－8／25 延115人・日
京都教育大学生物学教室生物学夏季実習 II 8／26－8／30 延 65人・日
滋賀大学教育学部臨海実習 9／4－9／7 延 96人・日
－ 72 －
施設・設備
大阪千代田短期大学幼児教育学科磯観察実習 10／7－10／9 延 48人・日
龍谷大学環境フィールドワーク臨海実習 3／8－3／11 延 72人・日
＊前年度末に実施
（計） 京都大学 10件 延 564人・日
公開臨海実習 2件 延 198人・日
他大学国立 9件 延 599人・日
公立 1件 延 154人・日
私立 3件 延 235人・日






学内 66名 232日 （内外国人 2名 4日）
他国立大学 83名 468日 （内外国人 4名 39日）
公立大学 7名 33日 （内外国人 0名 0日）
私立大学 72名 101日 （内外国人 0名 0日）
公立研究所・博物館 2名 8日 （内外国人 1名 6日）
国内その他 68名 262日 （内外国人 0名 0日）
---------------------------------------------------------------------------------------------------------











































































































































































































































































































































































第 6 条 研究生として入学及び延長を希望する者は、あらかじめ指導を受けようとする教員
の内諾を得るものとする。













































































第 4 条 センターの各施設の利用を希望する者は、各施設で別に定める利用要項に従い、「利
用申請書」を各施設長に提出し、許可を得なければならない。
（利用許可）
第 5 条 利用許可は、各施設長が行う。但し、国有財産に関わる場合の取り扱いについては、
別に定める。
（利用許可の取消）










第 7 条 利用者は、各施設で別に定める利用要項及び利用心得等を遵守しなければならない。
（賠償責任）
第 8 条 利用者が、故意又は重大な過失によりセンターの施設設備及び備品等に損害を与え
た場合は、その損害を賠償しなければならない。
（利用の報告）



































第 3 条 管理技術部は、技術官及び技術官補をもって構成する。
2 技術官及び技術官補は、技術職員をもって充てる。
（技術部長）



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　     
　




















Field Science Education and Research Center, Kyoto University
http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp
Annual Report
Field Science Education and Research Center,
Kyoto University
年報
No.1  2003
京都大学フィールド
科学教育研究センター
